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2025/3期 2026/3期 増減

経常収益 11,857 14,177 2,319

資金利益 8,705 9,356 651

役務取引等利益 682 802 120

有価証券関係損益 △178 △677 △499

経費（除く臨時処理分） 7,018 7,169 150

経常利益 1,945 2,420 474

当期純利益 1,291 1,643 352

コア業務純益
（除く投資信託解約損益）

2,281 2,782 501

与信関連費用 384 148 △236

総資金利鞘 0.18％ 0.22％ 0.04%

１. 2026/3期の業績

2026年3月期は、前期比増収増益かつ15期連続黒字決算となりました。貸出金利息や有価証券利息配当金など資金利
益の増加、及び預り資産販売など役務取引等利益の増加が増収増益の主な要因です。

2,782
百万円

2025/3期 2026/3期

2,281
百万円

※ コア業務純益(除く投資信託解約損益)
貸出業務や役務サービスなど金融機関の本来の収益力をあ
らわす。本業のもうけを示す営業利益にあたる業務純益から、
国債の売買損益、投資信託解約損益など、一時的な変動
要因を除いたもの。

前期比
＋501百万円

単体 コア業務純益（除く投資信託解約損益）※

（百万円）
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'21/3末 '22/3末 '23/3末 '24/3末 '25/3末 '26/3末

5,898億円

6,612億円 6,539億円

7,000億円

２．貸出金の推移（単体）

6,372億円

2026/3末の貸出金残高は、事業者向け貸出及び個人向け貸出の増加等により、
2025/3末比326億円増加して、当行として初めて7,000億円台となり、過去最高を更新しました。

6,674億円

過去最高
を更新

+326
億円
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8,087 8,074 7,994 7,929 8,054 8,321

1,160 1,275 1,208 1,359 1,308
1,392

'21/3末 '22/3末 '23/3末 '24/3末 '25/3末 '26/3末

総預金（末残） 預り資産（投資信託+公共債+個人保険）

9,288億円

9,713億円

３．総預金＋預り資産残高の推移（単体）

9,349億円

2026/3末の総預金と預り資産残高は、総預金及び預り資産がいずれも増加したことから、
2025/3末比350億円増加して、9,713億円となり、年度ベースで過去最高を更新しました。

9,248億円 9,203億円
9,363億円

過去最高
を更新
(年度ベース)

+350
億円
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４．自己資本の状況（連結）

2026/3末の連結自己資本比率は、貸出金残高の増加に伴うリスク・アセットの増加により2025/3末比0.02ポイント
低下したものの、11.02％と依然高い健全性を維持しています。

10.41%
10.01% 9.90% 9.61%

11.04% 11.02%

'21/3末 '22/3末 '23/3末 '24/3末 '25/3末 '26/3末

連結自己資本比率

国際基準 ８％

国内基準 ４％

2025/9第二地銀各行平均

9.65％（連結）
※27行の比率の平均値。
国際基準1行、単体のみ7行を除く。



本資料は、当行に関する理解を深めていただくための資料であり、投資勧誘を目的と
したものではありませんので、予めご了承くださいますようお願いします。

本資料に関するお問い合わせ先

大東銀行 経営部
TEL：024-925-3872（ダイヤルイン）


